
　
本
校
は
、
昨
年
度
創
立
50
周

年
を
迎
え
、
昨
年
11
月
に
ア
ミ

テ
ィ
・
ベ
イ
コ
ム
ホ
ー
ル
で
記
念

式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
そ
の
節

は
、
鳴
尾
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
多

数
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
50（
1
9
7
5
）年
、
西
宮

市
内
に
お
け
る
進
学
希
望
者
の
増

加
を
背
景
に
、
豊
年
製
油
鳴
尾
工

場
の
跡
地
に
校
舎
を
、
鳴
尾
浜
埋

立
地
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
開
校

し
ま
し
た
。
当
時
の
こ
と
は
、
創

立
10
周
年
記
念
誌
に
「
創
立
当
時

は
何
も
無
い
広
大
な
埋
立
地
に
、

ポ
ツ
ン
と
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
だ
け
が

建
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
写
真（
左
上
）は
開
校
か
ら
５
年

を
経
た
昭
和
55
年
の
卒
業
ア
ル
バ

ム
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
す
。
本

校
の
北
側（
写
真
右
側
）に
は
建
設

中
の
武
庫
川
団
地
「
あ
お
ぞ
ら
の

ま
ち
」
が
見
え
ま
す
が
、
そ
の
他

に
は
ま
だ
何
も
な
い
様
子
が
見
て

取
れ
ま
す
。
武
庫
川
団
地
「
樹
の

ま
ち
」、
高
須
西
小
学
校
、
武
庫

川
女
子
大
学
総
合
ス
タ
ジ
ア
ム
、

熊
野
の
郷
、
阪
神
タ
ク
シ
ー
本
社

な
ど
に
囲
ま
れ
た
現
在
と
は
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
。

　
創
立
以
来
、
当
時
実
施
さ
れ
て

い
た
総
合
選
抜
制
度
の
も
と
で
、

主
に
鳴
尾
地
域
の
中
学
生
を
受
け

入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
入

学
者
選
抜
制
度
は
複
数
志
願
選
抜

と
特
色
選
抜
に
変
更
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
で
も
約
40
％
の
生
徒
が

地
域
内
か
ら
通
学
し
て
お
り
、
地

域
と
共
に
歩
む
学
校
と
し
て
皆
さ

ま
に
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
高
須
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、

自
治
協
議
会
、
青
愛
協
な
ど
を
通

し
て
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
次
の
50
年
に

向
け
て
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
が
、今
年
度
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
チ
ェ
ン
ジ
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
」

の
三
つ
の
「
Ｃ
」
を
大
切
な
言
葉

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
今
後
の
社
会
は
、
い
ま
以
上

に
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
先

の
見
通
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
生
徒
た
ち
に
は
、
自
分
で
自
分

の
可
能
性
に
ふ
た
を
せ
ず
、
多
く

の
こ
と
に
積
極
的
に
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
す
る
こ
と
、
新
た
な
自
分
を

見
つ
け
、
あ
り
た
い
姿
に
自
分
を

変
え
て
い
く
「
チ
ェ
ン
ジ
」、
そ

し
て
多
く
の
人
や
地
域
と
つ
な
が

り
、
お
互
い
を
理
解
す
る
な
か
で

世
界
を
広
げ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ト
」
の
３
点
を
意
識
さ
せ
る
こ
と

で
、
自
分
の
心
に
響
く
生
き
方
や

将
来
の
あ
り
方
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に

あ
っ
て
も
、
人
生
を
主
体
的
に
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
創
立
時
に
は
、
盛
ん
に
「
開
拓

者
精
神（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
）」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
掲
げ
ら
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
未
来
を

切
り
開
い
て
き
た
当
時
と
は
異
な

り
ま
す
が
、
ど
う
変
化
す
る
か
予

測
が
つ
か
な
い
中
で
未
来
を
切
り

開
く
、
第
２
の
「
開
拓
者
精
神
」

を
持
っ
て
生
徒
・
職
員
と
も
ま
い

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
ど
う
か

本
校
の
将
来
に
期
待
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

次�

の
50
年
に
向
け
て
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　「
鳴
尾
新
川
を
歩
く
」も
第
４
部
を
迎
え
、最
終
回
と
な
り
ま
す
。今
回

は
国
道
43
号
か
ら
終
点
の
鳴
尾
川
ま
で
の
風
景
を
案
内
し
ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
新
川
は
全
て
親
水
路
で
、右
岸
に
は
多
く
緑
が
あ
り
、左

岸
は
幅
の
な
い
歩
行
者
用
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。全
体
と
し
て
国
道
43

号
と
臨
港
線
の
大
き
な
幹
線
道
路
に
挟
ま
れ
、大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
や

建
物
も
多
く
、そ
の
街
並
み
は
鳴
尾
地
域
の
中
で
は
や
や
風
情
に
乏
し
い

景
色
で
す
が
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
印
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

陸
橋
と
巨
大
な
オ
ブ
ジ
ェ

　
第
４
部
の
ス
タ
ー
ト
は
、
国
道

43
号
の
陸
橋
で
で
き
た
ト
ン
ネ
ル

か
ら
で
す
。

　
陸
橋
の
ト
ン
ネ
ル
と
い
え
ば
不

思
議
な
気
も
し
ま
す
が
、
こ
こ
は

北
側
か
ら
阪
神
高
速
３
号
神
戸

線
、
国
道
43
号
の
３
本
の
陸
橋
と

阪
神
高
速
の
武
庫
川
出
口
の
ル
ー

プ
橋
の
合
計
５
本
の
陸
橋
が
1
カ

所
に
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
高
架

下
は
ト
ン
ネ
ル
そ
の
も
の
で
す
。

そ
れ
も
自
転
車
で
通
る
人
た
ち
が

自
然
と
頭
を
下
げ
て
し
ま
う
ほ
ど

地
上
す
れ
す
れ
の
高
さ
で
す
。

　
ル
ー
プ
橋
は
、
北
側
か
ら
国
道

43
号
の
上
を
大
き
く
横
断
し
て
南

側
で
国
道
43
号
の
西
行
き
に
接
続

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ま
る
で

龍り
ゅ
う

が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
こ
の
景
観
は
街
中
に
出
現
し
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
骨
で
で
き
た

巨
大
な
オ
ブ
ジ
ェ
で
す
。

　
低
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
新
川

を
正
面
に
見
な
が
ら
左
手
の
武
庫

川
方
向
に
向
か
う
と
、
陸
橋
の
側

面
に
歩
道
橋
の
よ
う
な
階
段
が
あ

り
ま
す
。
人
の
姿
は
な
く
、
あ
ま

り
利
用
さ
れ
て
い
る
様
子
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
ま
ま
階
段
を
上

り
切
る
と
、
尼
崎
方
向
に
向
か
っ

て
遮
る
も
の
の
な
い
ま
ま
、
一
直
線

に
青
空
へ
向
か
っ
て
国
道
43
号
が

伸
び
て
い
ま
す
。

　
歩
道
を
し
ば
ら
く
進
ん
で
武
庫

川
の
真
上
に
出
る
と
、
両
岸
の
松

の
緑
が
美
し
く
映
え
、
河
口
に
向

か
っ
て
雄
大
な
景
色
と
川
を
渡
っ

て
い
く
そ
よ
風
が
、
心
を
癒
や
し

て
く
れ
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル

に
戻
り
、
新

川
沿
い
を
少

し
下
る
と
途

中
、
エ
サ
を

つ
い
ば
ん
で

い
る
2
羽
の
カ
モ
を
横
目
に
、
2

本
目
の
小
橋
・
遊
覧
橋
を
西
へ
歩

く
と
笠
屋
町
２
丁
目
で
す
。

武
庫
川
女
子
大
学
街
と
、
武
庫
川

堤
防
を
巡
る

　
こ
の
辺
り
は
武
庫
川
女
子
大
学

の
校
舎
が
幾
棟
も
連
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
外
壁
は
濃
淡
２
色
の
ワ

イ
ン
カ
ラ
ー
の
小
さ
な
レ
ン
ガ
で

統
一
さ
れ
、
美
し
い
モ
ザ
イ
ク
画

の
よ
う
で
す
。
夕
日
が
当
た
る
頃

は
銀
色
に
輝
き
、
よ
り
一
層
美
し

く
映
え
ま
す
。行
き
交
う
時
た
ま
、

部
活
帰
り
ら
し
い
学
生
が
、
2
、

3
人
の
グ
ル
ー
プ
で
弾
ん
だ
足
取

り
で
歩
い
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
は

ま
る
で
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
で
す
。

　
新
川
に
戻
り
、
遊
覧
橋
を
渡
っ

て
な
お
も
武
庫
川
へ
と
進
む
と
、

堤
防
に
沿
っ
て
線
路
で
分
断
さ
れ

た
一
群
の
墓
地
に
突
き
当
た
り
ま

す
。「
西
宮
市
小
松
区
有
財
産
管
理

委
員
会
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
墓
地
に
は
、
江
戸

時
代
に
活
躍
し
た
念
仏
行
者
で
浄

土
宗
の
高
僧
・
徳
本
上
人
の
名
号

碑
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
案
内
を
読
ん
で
い
る
時
、
ち
ょ

う
ど
墓
地
の
間
を
ピ
ン
ク
色
の
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
描
か
れ
た
電
車
が
走
っ
て
き
て
、

な
ぜ
か
ほ
ほ
笑
ま
し
く
感
じ
ま
し

た
。

　
墓
地
を
過
ぎ
て
堤
防
の
上
に
出

ま
す
。
休
日
は
、
堤
防
の
上
の
道

路
は
歩
行
者
天
国
に
な
っ
て
い
て
、

ゆ
っ
く
り
と
散
策
で
き
ま
す
。

ループ橋も巨大なオブジェ

カモがいました

墓地の間を走る電車

最終部

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

こ
の
地
の
新
川
に
は
、
合
計

で
11
本
の
小
橋
が
掛
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
月
見
橋
、

遊
覧
橋
な
ど
の
名
が
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

『
宮�

っ
子
』
鳴
尾
編
集
員
が
つ
づ
る

鳴
尾
新
川
を
歩
く
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堤
防
か
ら
は
、
か
つ
て
の
鳴
尾

百
花
園
跡
に
旧
日
本
住
宅
公
団
が

整
備
し
た
鳴
尾
1
団
地
の
住
宅
街

を
一
望
で
き
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は

数
少
な
い
住
宅
街
で
す
。

　
堤
防
の
坂
を
下
り
る
と
、
そ
こ

は
阪
神
武
庫
川
線
の
東
鳴
尾
駅
で

す
。
駅
は
無
人
駅
で
、朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
が
過
ぎ
る
と
、
手
持
ち
無
沙

汰
の
乗
客
が
、
ひ
っ
そ
り
と
電
車

の
到
着
を
待
っ
て
い
ま
す
。

新
川
の
左
岸
か
ら
、
み
や
こ
市
場

を
越
え
て
臨
港
線
へ

　
武
庫
川
線
の
踏
切
を
渡
っ
て

真
っ
す
ぐ
進
む
と
、
新
川
の
左
岸

に
出
ま
す
。
道
は
細
く
、
家
並
み

が
岸
に
迫
っ
て
い
ま
す
。「
そ
ん
な

家
の
2
階
か
ら
見
る
川
の
眺
め
は

ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
晴
れ
た

日
に
は
川
面
の
キ
ラ
メ
キ
が
美
し

く
映
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
魚

影
が
瞬
時
に
は
か
な
く
消
え
て
ゆ

く
だ
ろ
う
か
」
と
思
う
。

　
視
線
を
上
げ
る
と
、
見
事
な
新

緑
が
川
面
に
大
き
な
影
を
映
し
て

い
ま
す
。
そ
の
向
こ
う
側
に
は
、

正
面
の
壁
に
大
き
く「
天
然
温
泉
」

と
書
い
て
あ
る
大
衆
浴
場
が
あ
り
、

そ
の
名
の
通
り
、
湧
き
出
る
天
然

温
泉
が
人
気
で
、
遠
方
か
ら
も
入

り
に
来
る
よ
う
で
す
。

　
橋
を
渡
っ
て
な
お
も
西
へ
行
く

と
笠
屋
町
で
す
。
こ
の
辺
り
も
数

少
な
い
住
宅
街
と
な
っ
て
お
り
、

町
の
中
心
は
か
つ
て
の
「
み
や
こ

商
店
街
」
で
す
。
今
は
人
の
往
来

も
少
な
く
、
左
右
に
並
ん
だ
、
長

く
味
わ
い
の
あ
る
花
の
つ
ぼ
み
の

よ
う
な
街
灯
だ
け
が
往
時
を
し
の

ば
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
西
に
進
む
と
、
小
曽

根
線
の
向
こ
う
、
臨
港
線
と
の
交

差
点
に
角
間
公
園
が
あ
り
、
春
に

は
咲
き
誇
る
見
事
な
フ
ジ
の
花
を

求
め
て
訪
ね
て
く
る
人
も
多
い
で

す
。

ポ
ン
プ
場
ま
で
の
新
川
の
流
れ
を

た
ど
る

　
臨
港
線
を
渡
り
、
新
川
へ
戻
り

ま
す
。
こ
こ
の
新
川
は
、
隣
接
す

る
関
西
電
力
の
敷
地
か
ら
張
り
出

し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
々
の
葉
陰

が
水
面
に
映
り
、
春
に
は
桜
並
木

と
混
じ
り
合
っ
て
、
よ
り
一
層
新

川
の
流
れ
を
優
し
く
し
て
い
ま
す
。

鳴
尾
の
東
部
を
流
れ
る
新
川
の
中

で
も
、
親
水
路
の
呼
び
名
に
ふ
さ

わ
し
い
、
最
も
心
癒
や
さ
れ
る
場

所
で
す
。

　
そ
の
ま
ま
行
く
と
、
小
橋
の
三

軒
家
橋
で
新
川
は
西
に
直
角
に
曲

が
っ
て
い
て
、
や
は
り
親
水
路
ら

し
く
、
優
し
く
流
れ
て
い
ま
す
。

最
近
ま
で
、
こ
の
辺
り
で
は
8
月

に
「
平
和
灯
ろ
う
流
し
」
が
行
わ

れ
て
い
て
、
夏
の
風
情
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
背
び
れ
が

川
面
を
揺
ら
し
、
大
き
な
多
く
の

コ
イ
が
泳
い
で
い
る
の
が
目
を
引

き
ま
す
。

　
こ
の
先
、
川
は
目
の
前
に
立
つ

鳴
尾
東
小
学
校
の
校
庭
に
向
か
っ

て
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は

暗
き
ょ
と
な
っ
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

下
を
小
曽
根
線

ま
で
約
１
６
０

ｍ
流
れ
て
い
ま
す
。

　
小
曽
根
線
に
出
る
と
開
き
ょ
と

な
り
、
こ
こ
か
ら
は
鳴
尾
川
と
な
っ

て
大
型
ス
ー
パ
ー
の
前
を
真
っ
す

ぐ
に
進
み
、
交

差
点
の
手
前
で

蛇
行
し
な
が
ら

南
に
あ
る
終
点

の
上
田
南
ポ
ン

プ
場
に
至
り
ま
す
。

＊
あ
と
が
き
＊

　
第
１
部
か
ら
４
部
ま
で
、
新
川

の
流
れ
を
通
し
て
鳴
尾
東
部
の
街

を
眺
め
て
き
ま
し
た
。
国
道
２
号
、

旧
国
道
、
国
道
43
号
、
臨
港
線
の

幹
線
ご
と
に
、
街
は
そ
の
色
合
い

を
変
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ
の

街
の
歴
史
が
つ
く
り
出
し
た
も
の

だ
と
い
え
ま
す
。

　
地
域
の
人
た
ち
は
普
段
、
そ
の

よ
う
に
歴
史
を
意
識
す
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
新
川
の
流

れ
に
刻
ま
れ
た
「
時
」
を
思
う
こ

と
で
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
を
終
え
ま
す
。

都会の無人駅

右岸の緑と親水路

グラウンドの下を流れる新川

上田南ポンプ場

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　
阪
神
武
庫
川
線
に
は
写
真
の

ト
ラ
ッ
キ
ー
号
の
他
に
、
緑
の

甲
子
園
号
、
黄
と
黒
の
タ
イ

ガ
ー
ス
号
、
黄
と
緑
の
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ａ
C
Ｏ
号
の
全
4
種
の
阪
神

電
車
が
走
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　
上
田
南
ポ
ン
プ
場
は
昭
和

47
（
1
9
7
2
）
年
運
転
開
始
。

目
的
は
雨
水
排
水
と
汚
水
中

継
で
、
枝
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
集
中
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

広告

鳴尾浜産業団地内に 
立地する企業で構成 

環境保全（清掃活動） 
周辺住民との融和と協議（自治会等との連携） 
交通安全、防犯、防火、防災  
団地内従業員の福利厚生 

鳴 尾 浜 連 絡 会 
 会長　小玉　友彦

西宮市鳴尾浜1丁目25番1〔テクオス㈱内〕
TEL 0798-46-5555 

健康で安心な地域を目指し次の活動を行っています。 

　  第391号 令和 7年 7月 1日コミュニティなるお



浜甲子園団地ラジオ体操

　甲子園六番町の八つ松公園で、４月６日に「六番 
 町さくらまつり」が開催されました。当日は晴天

で、多くの地区住民が参加し、咲き乱れる桜の木の下で楽
しく過ごしていました。
　初めに、平野新祐さんのアコーディオンの音色に乗っ
て懐かしい曲の数々を演奏。そして、六甲男声合唱団が

『おどるポンポコリン』などを披露しました。
子どもたちは、「ビンゴゲーム」や「ボールでダーツ」など、
夢中になって遊んでいました。

　甲子園浜は鳥類保護区に指定され、毎年4～5月
は立ち入り禁止になっています。この時期、甲子園
浜にはシギやチドリなどの渡り鳥が、遠く東南アジアから
シベリヤに向かう途中にやってきて体を休め、貝やゴカイ
などを食べ、栄養をつけています。
　そんな渡り鳥を観察できる「シギ・チドリ観察会」が４月
29日に開催され、43人が参加しました。
　当日は好天に恵まれて、浜辺には家族連れや若いカップ
ルで大にぎわいです。参加者が堤防から双眼鏡や望遠鏡で
観察する中、途中、立ち入り禁止区域に入り込む人がおり、
野鳥たちが驚いて遠く沖の方に逃げ去ってしまい、観察に
苦労する場面もありましたが、それでも野鳥が休む姿やエ
サをついばむ様子を見ることができ、
参加者はうれしそうに観
察していました。

　浜甲子園団地中央広場で、年間を通して（正月を
除く）毎朝７時から

ラジオ体操が行わ
れています。これ
は、平 成7(1995)
年1月17日に発生
した阪神・淡路大
震災以降、疲弊し
た地域住民のため
に、藤沢幸一さん

(88)が主宰し、現在も継続されています。
　昨年10月に開催された団地文化祭で、「住民の健康増進
や連帯感醸成に大きく
寄与された」と、浜甲子
園団地自治会から藤沢
さんへ感謝状が贈られ
ました。
　ラジオ体操前後の談
話は、住民同士の大切
な触れ合いになってい
ます。

咲き誇る桜の木の下で、懐かしいアコーディオンの音色に聞きほれる

みんなでラジオ体操「1.2.3.4」

ラジオ体操前の談話

▲イソシギ
甲子園浜の自然環
境は地域の皆さん
の努力で守られて
います

野鳥撮影：　
前野裕美子氏

南
甲
子
園

鳴
尾
北 

自然豊かな甲子園浜でシギ・チドリ観察会

第 18 回　六番町さくらまつり第 18 回　六番町さくらまつり

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

甲
子
園
浜

広告

浜甲子園支店 〒663－8184   西宮市鳴尾町4丁目13番23号
電話（0798）40－6666   FAX（0798）40－6665

地域の 文化・教育・環境 など、元気な地域づくりに貢献します。

第391号 令和 7年 7月 1日 　コミュニティなるお ⑷



　今年も三角広場の空
に、大小のこいのぼりが
元気に泳いでいます。
　きっかけは、阪神・淡路
大震災の後、兵庫県に「元
気になってほしい」と多
くのこいのぼりが寄贈さ
れたことです。武庫川団
地自治会・田邉繫会長は
「三角広場の空で泳ぐよ
うになったのは、平成10
年ごろくらいからです。
　現在も寄贈があった

り、自治会で新調して、自治会役員や協力員たちが古く
なったこいのぼりを入れ替えたりしながら設営していま
す」と話してくれました。
　三角広場は、これからも子どもたちの声がこだまする元
気な場所であってほしいです。
＊�予告＊　８月1日（金）～３日（日）�
お祭り広場で高須フェスティバルが開催されます！

姿を消したお地蔵さま姿を消したお地蔵さま
　近年、大きく街の姿が変わっていく「みやこ商店
街」。多くの店舗が空き家となり、取り壊されて新

しくマンションや、老人
施設などが建てられて
います。
　そのみやこ商店街の
片隅に「みやこ地蔵」が
ありました。地元の人た
ちに大事にされて約70
年を経ましたが、昨年の
４月に撤去されたよう
です。別の場所に移され
たのではなく、姿を消し
たのです。商店街にあっ
たパルマートと呼ばれ
た市場の麵屋さんが、自
分の子どものけがの多いことを心配し、他の発起人5、６
人と資金を出し合って建立したそうです。
　長い年月、この地にあって子どもたちの安全を見守っ
てきたみやこ地蔵。ぽっかりと空いたその場所も、いずれ
は忘れられてしまうことでしょう。

小曽根町の岸麻希さんは、昨年12月から自宅で月1
回の子ども食堂「まきちゃんち」を始めました。PTA活動や
補導委員として地域の子どもたちと関わりを続けて、「地域
の子どもと大人がふれあう機会になれば」との思いから、友
人たちに声をかけ、子ども食堂を立ち上げました。
　基本的には毎月1回ですが、春休み中の4月は飲食店の寄
贈を受けて5日間、お弁当をみんなで食べました。
　5月11日には、母の日記念イベントとして
コープこうべ西宮東店2階の集会室で、ホッ
トドッグの提供とカーネー
ションを作るイベントを実
施。活動の幅が広がってい
ます。
子ども食堂　「まきちゃんち」
＊毎月第１火曜日
（祝日の場合は、第2火曜日）
＊16時～19時
＊メニュー : カレー
（お食事は17時から）
＊子ども : 無料　大人 :500円
＊水筒持参

　春休みの3月29、30日の2日間にわたって、鳴尾町
4丁目自治会主催の「鳴4祭り」が自治会館で行われました。
　29日は「子ども縁
日」で、自治会の子ど
も銀行がプレゼント
した100円券で、好
きなお菓子を買った
り、輪投げや紙芝居
を見て子どもたちは
大満足。

　30日は地域の昔の写
真の展示やかつて使っ
ていた生活用品を並べ
て、昔懐かしい日を思い
出してもらう企画。懐か
しい顔ぶれが集い、大人
たちも会話を楽しんで
いました。

風
に
舞
う
こ
い
の
ぼ
り

長
い
間
、あ
り
が
と
う

に
ぎ
わ
う
会
場

母の日イベントはホットドッグと 
カーネーション作り（写真上）。みんな
で食べるとおいしいね

昔懐かしい生活用品がずらり

高

　須

小

　松

鳴
尾
西

子ども食堂「まきちゃんち」 鳴4祭り～子ども縁日

鳴
尾
東

こ い の ぼ り

広告

（大阪本店）〒530-8520　大阪市中央区中之島3-6-32ダイビル本館　TEL 06-6456-7000（代）
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『宮っ子』なるお展の来場者アンケート(425通・回収率約80%)から多くのことが見えてきました。
・�入場者数は推定 531人 ( 前回同日数の 1カ月換算で 1,040 人になり、　
過去約 2倍強の入場数でした )
・�これから地域を担う 40代以下の若い世代の入場者も大幅に伸び���(29%�
+11%)、50代も入れると来場者の 41%にもなりました
・�年代別入場者では、60代 20%、70代 26.8％が高く、アクティブシニ
ア層の地域への関心が高い一面を垣間見ることができました
・�図書館に来て初めて知った人も多く (60.8%)、「非常に良かった」と多く
の声があり、コミュニティーの場として図書館活用の参考になりました

●いろいろな展示、場所がよく知れて良か�った
� （10歳未満女性）
●なるお地域のことをいっぱい知れて楽しかった
� （10歳未満男性）
●昔の阪神パーク、競輪場を取り上げてほしい（10代女性）
●昔の写真が見れて良かった（10代男性）
●�全体的な配置とかきれいで良かった。文字のサイズを強
調させたいものは大きくするとかも良いかなぁと思った

� （20代女性）
●見やすかったです（20代男性）
●自分の住んでいる地域について詳しく学べて面白かった�
� （30代女性）
●子育てイベントを取り上げてほしい（30代女性）
●昔の地域のエピソードをお話してくれて面白かったです�
� （30代女性）
●�宮っ子ではないですが、この地域に住んで25年くらい
になります。とても暮らしやすくいい地域なので、引っ
越しを考えていますが、この辺りで探しています�
� （40代女性）

●もっと多くの人に見てもらいたい内容でした（40代女性）
●いろいろなところでこのような展示をしてほしい

� （40代女性）

●�いつも楽しみにしています。外から移住してきて良かっ

たです（40代男性）

●子どもが参加できるイベント情報を掲載してほしい
� （40代女性）
●�初めて拝見しましたが、とても良かったです。各地区で
取り上げていることが、それぞれ面白かったです

� （50代女性）
●鳴尾の歴史を改めて感じ、郷土愛が増しました
� （50代女性）
●�たまたま図書館に来た帰りに寄らせていただきました。
『宮っ子』にいろんなページがあるのでびっくりしました
� （50代女性）
●貴重なお話を伺いました（50代男性）
●�イベントや行事があることをあまり知らなかった�
これから気を付けておきたい（60代男性）

●とても良い企画だと思いました（60代男性）
●懐かしい記憶がよみがえりました（60代女性）
●情報量が多すぎて、映像も流れていれば良かった
� （60代男性）
●思いがけなくうれしい時を過ごさせていただきました
� （70代女性）
●�きめ細かなパネル記事で見ごたえあった。まだ転居して
2年目で知らないことばかりでした（70代男性）

●�町内の『宮っ子』の仕分け担当していますが、意外と見
なかったりするので、しっかりと読みたいと思います

� （70代男性）
●�100年といっても分からないですが、見える形にすると
長いということがよく分かりました（80代以上男性）

●貴重な展示会でした。このまま充実させてください
� （80代以上女性）

来
場
者
の
質
問
に
も
編
集
員
が
対
応
し
ま
し
た

　3月7～21日までの2週間、西宮市立鳴尾図書館で開
催した「『宮っ子』なるお展」。大勢の来場者があり、アン 
ケートにも多くの声が寄せられました。
　その中で、地域情報誌『宮っ子』に期待する読者が多い
ことに気づきました。今後、意見を参考に誌面作りとア
ンケートから見えてきた『宮っ子』の地域コミュニ 
ティーに果たす役割などを誌面で報告する予定にして
います。
　来場者の皆さま、クリエートにしのみや他、応援して
くださった皆さまには、厚くお礼申し上げます。

第5回『宮っ子』なるお展を終えて第5回『宮っ子』なるお展を終えて

来場者アンケートの声を一部紹介します !!

第391号 令和 7年 7月 1日 　コミュニティなるお ⑹



　
鳴
尾
連
合
自
治
会
総
会
が
、
５

月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
鳴
尾
連
合
自
治
会
表
彰
等
に

関
す
る
取
り
扱
い
要
綱
」
に
基
づ

き
、
左
記
４
人
に
表
彰
状
と
感
謝

状
を
授
与
し
ま
し
た
。

◆
表
彰
状

　
田
中
　
一
哉
　
池
開
町

◆
感
謝
状

　
中
西
　
隆
道
　
池
開
町

　
春
名
　
栄
子
　
甲
子
園
二
・
三
番
町

　
福
本
　
護
　
　
小
松
西
町

◆
令
和
７
年
度
春
の
叙
勲

　「
瑞
宝
双
光
章
」

　
貴
山
　
好
江（
あ
お
ぞ
ら
の
ま
ち
）

◆
兵
庫
県（
感
謝
状
）

　
川
崎
　
洋
光（
上
鳴
尾
町
）

◆
市
長
表
彰

　「
わ
が
ま
ち
賞
」

　
岸
　
利
之（
甲
子
園
一
番
町
）

「
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
」

　
樋
口
　
満（
小
松
北
町
）

◆
市
制
1
0
0
周
年
記
念

　
４
月
20
日
に
左
記
の
団
体
に
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳴
尾
連
合
自
治
会

　
高
須
自
治
協
議
会

令
和
７
年
度

鳴
尾
連
合
自
治
会
総
会
を
開
催

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

浜
甲
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
音
楽
会
×
な

ぎ
さ
ハ
ー
モ
ニ
ー
発
表
会 

　
武
庫
川
女
子
大
学
・
音
楽
学
部

有
志
学
生
に
よ
る
「
浜
甲
カ
ン

タ
ー
ビ
レ
音
楽
会
×
な
ぎ
さ
ハ
ー

モ
ニ
ー
発
表
会
『
ス
プ
リ
ン
グ
コ

ン
サ
ー
ト
～
心
に
咲
く
ハ
ー
モ

ニ
ー
～
』
が
、
３
月
23
日
に
な
る

お
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
観
客

は
、
老
若
男
女
合
わ
せ
て
50
人
以

上
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の

合
唱
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、『
花
の
街
』『
マ
イ

バ
ラ
ー
ド
』『
心
の
瞳
』、
第
２
部

は
、
専
攻
科
生
の
演
奏
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
第
３
部
は
、『
銀
河
鉄
道

9
9
9
』『
春
よ
、
来
い
』『
あ
り
が

と
う
浜
甲
』
が
披
露
さ
れ
、
盛
大

な
拍
手
に
包
ま
れ
終
演
し
ま
し
た
。

浜
甲
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

　
浜
甲
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
は
、
武
庫

川
女
子
大
学
音
楽
学
部
有
志
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
地

域
貢
献
、社
会
連
携
事
業
と
し
て
、

平
成
24（
2
0
1
2
）年
よ
り
、
同

大
学
多
田
秀
子
准
教
授
指
導
の

下
、
浜
甲
子
園
団
地
の
地
域
住
民

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
音
楽
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

兵
庫
県
阪
神
南
県
民
セ
ン
タ
ー
補

助
事
業
「
令
和
６
年
度
大
学
生

に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
」

と
し
て
採
択
さ
れ
て
行
わ
れ
、
年

間
８
回
、
浜
甲
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
参

加
型
の
音
楽
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
な
ぎ
さ
ハ
ー
モ
ニ
ー

合
唱
団
の
指
導
を
、８
月
は
４
回
、

10
・
11
・
12
月
は
３
回
、
１
・
２

月
は
２
回
、
３
月
は
３
回
と
複
数

回
行
っ
て
い
ま
す
。

な
ぎ
さ
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱
団

　
浜
甲
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
の
学
生
に

よ
る
指
導
の
下
、歌
を
歌
っ
た
り
、

楽
器
を
演
奏
し
た
り
し
な
が
ら
、

毎
回
異
な
る
内
容
で
、
音
楽
共
有

型
交
流
会
を
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
発
表
会
で
は
、
第
１
部
で
、
浜

甲
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
の
学
生
と
一
緒

に
、
３
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
世

代
を
超
え
て
、
音
楽
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

＊
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
＊

～
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ
～

 

「
子 

ど
も
向
け
！ 

 

楽
し
く
学
ぼ
う
交
通
安
全
」 

　
交
通
安
全
の
話
が
終
わ
っ
た
ら
、

み
ん
な
で
一
緒
に「
ピ
カ
ッ
と
光
る

安
全
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」を
作
り
ま
し

ょ
う（
無
料
）。

日
時：８
月
１
日（
金
）

　
　
午
前
10
時
開
演（
９
時
半
開
場
）

会
場：な
る
お
会
館
３
階
集
会
室

講
師：甲
子
園
警
察
交
通
課

�

橋
詰
さ
ん
、由
良
さ
ん

定
員：50
人

申
し
込
み
方
法（
参
加
費
無
料
）

受
付：７
月
１
日（
火
）
～

�

20
日（
日
）必
着

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、人
数（
保
護
者
と
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
限
定
何
人
で
も
可
）

を
記
入
の
上
、

　
〒
6
6
3-

8
1
8
4

　
西
宮
市
鳴
尾
町
３
丁
目
８-

７

　
な
る
お
会
館
ま
で
。

　
申
込
期
間
外
の
は
が
き
は
無
効
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、当

落
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ：な
る
お
会
館

☎
0
7
9
8・46・8
2
0
0

祝
日
を
除
く
火
～
金
曜
９
～
16
時

の
間
に
来
館
、ま
た
は
電
話
。

主
催：公
益
財
団
法
人 

鳴
尾
会

心一つにして合唱しています

レクリエーション『おにのパンツ』

なぎさハーモニー合唱団
の練習風景

『ありがとう浜甲』を聞き入る参加者

音楽のある街

ｉｎ　なるお③
～鳴尾の合唱～

　鳴尾地域にはいろいろなジャン
ルの音楽活動を通して地域活性化
に貢献している人やグループが多
くあります。その活動を紹介する
コーナーです。３回目は合唱です。

第１部第１部

第 2部第 2部第3部第3部
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鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

8 20 水 13:30～15:00 いん石の話
定員：100人　当日受け付け

大阪大学名誉教授
松田　准一

鳴尾公民館
℡47－3838

７ 12 土 13:30～15:00
救急救命
～心肺蘇生法とAEDの使い方～
定員：40人　当日受け付け（開始20分前より）

元西宮市消防局長
兵庫県防災士会理事
岸本　正

鳴尾東公民館
℡49－1300

★ ８ 21 木 13:30～15:00

夏休み工作教室
落とし穴でスリル満点「立体ビー玉迷路」
定員：20人
申し込み：7/18（金）～来館及び電話にて受付、平日の9時～17時
持ち物：筆記用具、持ち帰り袋（31㎝×28㎝×7㎝）
対象：小学生
材料費：200円（当日徴収）

つくらぶひろば
藤本　直美

７ 26 土 10:00～11:30
子ども子育て講座　絵本っていいな！
子どもから大人まで…心がほどける絵本って？
定員：40人　当日受け付け
対象：未就学児・小学生～大人まで

西宮市学校図書館教育指導講師
絵本講師
奈良教育大学非常勤講師
曲里　由喜子

学文公民館
℡41－6050

★ ８ ５ 火 13:30～15:30

子ども子育て講座　じいちゃんの工作教室
水てっぽう、スーパーロケット、風ぐるま、どんぐりのストラップ他
定員：30人
申し込み：7/22（火）9：30～11：00　来館にて受け付け
対象:年中～小学生
材料費：400円（申込時）

じいちゃんの手づくりおもちゃ代表
牧本　繁満

７ 17 木 14:00～15:30
健康講座
介護予防・認知症予防　～椅子に座ってできる有酸素運動～
定員：40人　当日受け付け

日本総合健康指導協会
杉谷　まきこ 高須公民館

℡49－1312
８ 21 木 14:00～15:30 地球科学講座　「地震の話」

定員：50人　当日受け付け
大阪大学名誉教授
松田　准一

【地域医療講座】講師：明和病院医師など（明和病院の協力を得て開催している講座です）

８ ８ 金 14:00～15:30
地域医療講座　「感染症対策」
～今日からできる感染症対策～
定員：60人　当日受け付け

感染防止対策室
感染管理専従看護師
奥田　久美子

鳴尾公民館　
℡47－3838

７ 10 木 14:00～15:30
健康講座
塩分の減らし方　～正しく知って取り組もう～
定員：60人　当日受け付け（開始20分前より）

栄養課　管理栄養士
森本　早織

鳴尾東公民館
℡49－1300

広告
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